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1. 網膜神経節細胞の総数は平均 199 X 104 と算出された。





3. 視神経線維の総数は平均 197 X 104 と算出され，その69%を無髄線維が占めた。また無髄緩維は直径
が 0.45μm以下の視神経線維の95%1と相当した。
4. 網膜全体における神経節細胞の細胞体面積に関するヒストグラムは20-30μdに また全視神経線
維の直径に関するヒストグラムは 0.2 -0.3μmlC ピークをもち共に 1 峰性を示し，その割合及び形状に
おいて両者は酷似していた。
5. HRPにより逆行性に標識された網膜神経節細胞はその形態学的特徴により次の 7 型に分類された。
I 型:小さなほぼ円形の細胞体を神経節細胞層 (GCL) にもち，その樹状突起は細く内網状層(IPL)
の狭い領域(直径< 100μm) に蛇行して伸びる。 E型:中等大の細胞体をGCLにもち，その樹状突起は
非常に密に分枝してIPLの比較的狭い領域(直径 150 -300 Iμm) に広がる。 E型:中等大の細胞体
をGCLにもち，その 1 次樹状突起は直ちにIPL外層に達しそ乙で分枝をくり返してかなり広い領域(直
径 300 -400μm) を占める。町型:大きな細胞体をGCLIC もち， m型と同様 1 次樹状突起はIPL外層に
はいるが皿型より分枝が疎でその広がりは大きい(直径約 450μm) 0 v型:大きな多角形の細胞体を
GCLにもつが，その樹状突起はIPLの最内層に広がり極めて大きな領域 (2 x 105 -4 X 105μnf) を占
める。 VI型:大型で双極性の細胞体を内果粒層(lGL) の最内層にもち， 2 本の 1 次樹状突起の分枝は少な
く IPLのむしろ狭い領域(直径く 300μm) に広がる。 'W型:中等大ないし大型の細胞体をIGLの最内層











によって報告されているが 本研究の I 型細胞はその分布及び形態からW型細胞類似の特性をもっ可能
性がある。
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論文の審査結果の要旨
本研究は実験動物として近年注目されているニホンウズラを用いて鳥類の網膜神経節細胞の分布と形
態を明らかにし，さらにそれらと視神経線維の形状との関連を検索したものである。著者は網膜神経節細
胞を形態学的に相異なった 7 型に分類し，その細胞体面積と無髄，有髄線維を含む視神経線維の直径と
の聞に密接な相関のあることを見いだした。乙の乙とは現在まで解明されてきた鳥類視覚系の中枢性投
射に対し末梢性の構造的基礎を与えるとともに，脊椎動物の網膜神経節細胞の系統発生学的な比較を行
う上で有用である。その意味で本論文の価値は高いと考える。
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